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目 的　 少子 化 傾向 に 反し て 世界 に 例 のない 高 齢化 が進 展し てい る.   2020年 に はe^ 歳以 上 の人【 】比

率 は26X と推 計(  ' 96厚生 省 人口 問 題研 究 所 ）さ れ2>. 色彩 一意匠部 会 で は1987 年 から 高 齢 者 の色

彩 感 情 の実 態に つい て 調査 を 実施 し てきTc. 高 齢者 が嗜 好 ずる 多色 配色 に 関 ずるデ ータ は皆無 と 言

っ ても 過 言 では ない ． 現代 で は多く の人 々 が何ら かの形 で 身体的 にも 精 神的 にも 傷つ き. 癒し を 求

め てい る． 本報 で は高 齢者 の 嗜好 する服 装 色から 、い かに楽 しく 健康に生 活 者 とし て 生き てい く か

の指 針と す るた め 、衣 色彩 計 画 の基 礎資 料を 得 ること を 目的 としTc.

方 法　1  ) 対 象　65 歳以 上 の 健康 な 男女2,001 名　2) 試 料　JIS Z 8721 より 系 統 的に 選択 し た

80色をN7 の台 紙 に 貼 付し た カ ラ ー・ チャ ート　^    ）調査 場 所・期 間　 部 会 員が 在 住す る地 域 の老 人

クラブ 、 敬老 館 、 在宅 等で1987 年9 月1 ～30 日 に実 施　4 ）質問 紙 法、面 接 調 査　5 ）m 察条 件

JIS Z 8723 に準じ ．北 空昼 光 ．晴 天 ．照 度800LX  以上 、 試 料と 目の 距離30cm, 垂直 上方 から 観察 、

JIS Z 8102 により 分類　6 ）調査 内 容　 着 装した い三 色 配 色を 色相ご と に集 計し 、そ の嗜 好率 と 相

関 ． 性別 ．色 相とト ーンの 分 布 から 高 齢者 の配 色特性 を 分析 す る.

結果　 男女 とも に三 色配 色嗜 好 １ 位 は無彩 色 のN9. 3とN7. 5とMl. 2、2 位 は3. 6yB2.6/3.  2 （ チョ コ

レ ート 色 ）と10YR7.  1/1.2    (ベ ージ ュ ）とN9. 3 ( 白 ）.   3 位 は無 彩 色のM7. 5とN5. 4とN3. 6であり 、

男女 間の 相関 ≫0. 72と 高く 配 色嗜 好 が類 似 ずる． 二色 配 色と 上 位嗜好 色 は同じ で あ る が. 男女 相 関

は異 なる． 性 別 で は女 性は 全 色票 を用 い 、 男性 は7. 2B6. 7/9. 2 と5. 3P2. 6/8. 3 は 用い ない． 単色 の

嗜 好色 のPB 系 は服 装 色 ではト ーン が 低い． 無 彩色 との 配 色が 好 ま れる． 衣 色 彩 計画 に は清 潔、 落 ち

着 き、 安らぎ を 求 め てい ると 考 えら れる．
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目的　21 世紀は超高齢化社会が予測され、社会問題としてクローズアップされている、部会で

は高齢者にこころよい服装色嗜好について単色と二色配色の調査を行なってきた。本報では三色

配色の地域別特性の検討を試みた。人は加齢に伴うで気候、風土、慣習などの影響を受けやずい。

したがって三色配色における心理面などを検討し、高齢者にやさしい配色嗜好の基礎資料となる

ことをs 的とした。

方法　対象、調査時期、手続き、分析は（１）報と同様。地域別、都道府県ご=l－ドに準じ、１

群471 名( 北海道01, 青森02, 宮城04, 山形06 ）、2 群m 名（埼玉11, 千葉12, 神奈川14,

新潟15, 山梨19) 、3 群566 名（東京13) 、4 群232 名( 岐阜21, 京都26, 大阪27) 。基本

属性は性別（男644 、女1,357) 、老年前・後期(65 ～74 歳1,312 、75一歳以上689 ）、職業（有325 、

無1,676) 、未既婚（未81 、既1,920 ）、世帯（1 人434 、夫婦354 、他と同居1,020 ）、住居形態

（一戸建L623 、集合376) である。

結果　地域別三色配色嗜好色は、１群の１位はN7,5 とN5.4 とN3,6 、2 群は3.6YR とN9.3 と

10.0YR7.1/1.5、3 群はN7.5 とN5.4 とN1.2 、4 群は3.6YR と4.8Y と10.0YR7.1/1.5 となり1 群め

東北と３群の東京が無彩色、２群が黄赤と無彩色、４群が黄赤と黄で明度差は大きい。色相別嗜

好色では１群と３群の相関が0.71 で高い。三色配色では２群の関東ど３群の東京が類似している。

全群共に同色相または色相間の近い色彩を選択している。無難な、落ち着いた配色嗜好で、配色

数が増すぼど色数も多くなり、同じ配色の出現率は低くなる。
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